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日本海側都市における知的イ ン フ ラの 比較研究

一 新潟市 ・ 富山市 ・金沢市 ・福井市 を 事例 と して 一

櫛 谷 圭 司 噺 潟大学）

吉 田 　 　 均 （国際研究奨学財団）

●研究の 概要

　環 口本海 ・東北 ア ジ ア 交流を拡大発展 させ て

い くた め に 必要な こ と は 、 日本 の 地方 、 なか で

も環 H 本海 ・東北 ア ジ ア 交流圏の 拠 点をめ ざす

各都市に お い て、積極的に 自らの 国際交流 の 条

件 と能力 を認識 ・評価 し 、 そ の 上 で交流 の 日標

を設定 し 、 効果的な方法を検討する こ とで あ る。

　本研 究 ぱ 、そ の た め の 基 礎資料を得 る た め に 、

日本海側の主要都 市が現在 ど の よ うな国際交 流

の 基礎的条件を有 し て い る か を 、 客観的に 比 較

検討す る こ とを 目的と し た 。

　 まず第 1 に 、 交流 の基礎的条件 の整備状況を

確認す るた め 、1998年現在 の 新潟市 ・富山市 ・

金沢市 ・福井 市の 4 市に お け る 国際交 流 の 関係

組 織 （知的 イ ソ フ ラ、す なわ ち国際交流 ・協力

を行 うた め の 研究 ・教育 ・情報 ・
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に 関す る ハ ードまた は ソ フ トの社会的基

盤）の 分布を、数量 的に 把握 し相 互 に 比較で き

る項 目に 注 目し て 現地調査に よ り明らか に し、

それ を も と に 各市 が ど の よ うな優位点 と問題点

を持 っ て い る か を検討 し た。第 2 に 、 1991年に

行 っ た 「日本海側 5都市 に おけ る知的 イ ン フ ラ

事例調査」（笹川平和財団 、1992年 9月）と の 比

較を行 うこ とに よ り、 7年間の変化を各都市 ご

とに 明 らか に した。第 3 に 、 こ れ ら の 調査結果

か らみ て 、各市で 今後、環 日本海 ・東北 ア ジ ア

交流 を推進す る た め に
、 ど の よ うな方向で 知的

イ ン フ ラ の整備を進 め る こ とが 望まれ るか を考

察 し た 。

●結果 と考 察

　知的イ ン フ ラ の 整備が、 レ ベ ル （情報蓄積機

関 、

一般市民 向けの 機関、研究 ・教育機関、国

際的機関の 4階層を設定 した） ご と、お よ び交

流相手国 （ロ シ ア 、中国、韓国、北朝 鮮） ご と

にみ て、 4 市の うち最 も進ん で い た の は 新潟市

で あ り、次い で 金沢市、富山市、福井市 の 順 で

あ っ た 。

　こ うした順位 とな っ た要 因 の 第
一

は、各市の

人 口 規模で あ り 、 全 体的に み て都市 の 人 口 規模

に 準 じて 国際交流機関 ・組織が設立 され て い る 。

　1991年以降の 7年間の変化を み る と 、 各市 ご

とに 増加 し た部分は異 なる の もの 、全体と して

は 「司程度の増加が認め られ た 。各市 の 増加件数

は 、 第 1位が金 沢市 、 以下福井市 、 新潟市 と富

山市、と続き、上記 の 総数 に よ る順位 とは 異 な

る 。
こ の こ とは 、 環 日本海交流に 焦点を絞 っ た

国際交流政策を 90年代始め に た て 、交流に 不 可

欠な知的イ ン フ ラ の 整備を早 くか ら進め て きた

新潟県 と富山県に 対 して
、 石川県 と福井県で は

これ よ り立ち 上 が りが遅れ、か つ 国際交流 の 基

本政策 も環 日本海交流 に焦点を絞 っ た もの で な

か っ た ため、金沢市 と福井市 の 知 的 イ ン フ ラ の
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整備が 、新潟市 や富山市 よ り遅 れた こ とを示 し

て い る 。

　問題点と し て 指摘 され る の は
、 と くに 市民向

けの 機関 ・機会 お よ び教育 ・研究機 関が対象 と

す る 国が、中国に 片寄 る傾向があ り 、 韓国 ・朝

鮮を対象と した もの が少な い こ と、各市 が い ず

れ も全 レ ベ ル の 知的イ ン フ ラ を フ ル セ
ッ トで 整

備 し よ うとす る傾向が見 られ る こ と 、 な どが で

ある。後者に関 して は、 レ ベ ル
・
分野

・
テ

ーV

ごと に 都市間で 連携 を強化する こ とが、全体 と

して 環 日本海 ・東北 ア ジ ア 国際交流 の た め の 知

的 イ ン フ ラを、質量 と もに 充実させ る こ とに 寄

与す る と考え られ る。
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